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東京都埋蔵文化財センター・明治大学博物館 共 催

匝 特胃J展『江戸大名屋敷を発掘する。』

◎杉原重夫新館長 就任あいさつ
◎2004年 度来館者 3万人達成!!

◎ビクター・ハリス氏
◎収蔵室から(穣境)
◎来た。見た。開いた
◎博輸健友の会から

尾張藩上屋政跡遣跡

第12地点出i鬼 五

(写真:東京都教育委員会提供)

)インタビュー

2005年7月2フ 日(水)～8月26日 (金)

左の会分科会①,石器文化研究会



京都埋蔵文化財センター・明治大学博物館
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るす掘発を敷屋名大一戸江¶！！――出
が開催されます!!
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近年、大規模な都心の再開発に伴う発掘調査が進み、江戸期の町並みが具体的に明らかになつてきました。

そのなかでも、江戸の中心を占めていた大名屋敷の発掘調査では、それぞれのお国柄を示す陶磁類の出土をは

じめとして数多くの成果がえられています。

今回の特別展では、各大名屋敷の栄華がうかがえる代表的な陶磁器類を中心に展示を行います。そのうち、

4か所の遺跡について概要をこ紹介します。

}萩 藩毛利家屋敷跡遺跡 (港区)

港 【ホリて9111の ||‖坊件"it吹地内に1立‖tした杖ifr Eltl衣び)

ドhi牧です 通常、rr Lはli片:" に々中||たしますか 棋 Ftこ和1家

では ドL!吹としてはr珍しくi ff卜がたびたび|||卜していたため、

1近快よりも[|'心的な役制を"!いました この迪JVliでは、やはり

紘焼がまとまって出 にし、なかには、‖世tiや京rltをまねたものも

多くみられることがわかりました この ドlTり々は、幕末の長州何!

伐に1除し幕府によって包,Hされ、lltり喫しrこあぅ逆命となりました

が、政地内で見つかった約13万rtもの卜“サは器をげこイtしたll人

なウ樹よ、激しい動高し即1の様 rを物[γiっています

)丸 の内三丁目遺跡 (千代口区)

この迪阿tは||l mttitの快j也内に位rtし、川除フォーラム建設に

円4い、199211に,jH命された大名h "ヽ 街々の遺跡です!

このすしriはのちrこ大名小路Jとい平ばれ、悔〔木や外様大名の

ちヽり々が辻f鷲れました 6～7家が竹に,!収をhtFえており、暗長

1311(1は1811)とすtの市亡針によると、ァタllx′1 加ヽIH;ブとに(1,lllイ(1lr)

輌的i〕ri(大和‖叫的 I Ⅲllkド)ド由li hrい人("て本)竹 中取和1(!生

後1呵府内llk L)森(し和1)il政(!!後1州1■1′1批L)山 内 11

(11“:1呵市角lllkに)などの名がみられます

6家による" 地々側は1セいい十町1札き、り1+13年(1657年)rこ起こ

った,11,F市中の61刊をlltいた「粉ミ細1火trJとぃぅ大火を経ても変

化がありませんでした その後、lL様1111(1698年)の「Al願火事」

という大火により11近 ギ|'が/jLけ、Llitil内家と昨須賀家の2

家がり々〕しを大きく l分することになり、li“111内家の圧敷だけが、

体オ(までイ′統していきます

||,11遺物は大名hi牧というM:格 li、陶朴の優品が多く、舶

米の人11茶碇や、l14半此のⅢ可能1■がある「に活J銘のある碗、

初)gi縦締などさまざまなものがあります。

会
主

入

萩落毛利家屋敷跡出土

『江 戸 時 代 の 大 名 ～ 日 向 国 延 岡 霜 内 藤 家 文 書 の 世 界 ～ 」

譜代藩史料の白眉と謳われる「日向国延岡藩内藤家文書」と天下一能面などの
内藤家の宝物による歴史の玉手箱

期110月 15日 (土)～12月 11日 (日)(土日開館)
催】明治大学博物館 延 岡市教育委員会
場1300円 (明大生、教職員ミ博物館友の会、リバティアカデミー会員、明大カード会員、高校生以下は無料)

(写真は東京都教育委員会提供)

△不
主

入

期 】フ 月 27日 (水 )～ 8月 26日 (金 )(土日開館 ただし3月 10日～16日は休館)

催】東京都埋蔵文化財センター・明治大学博物館

場】無料

覇軍1胃至舞ン輪蘊鱗断

1尾 張藩上屋敷跡遺跡 (新宿区 )

防衛庁の庁合が集中する新行区 付谷本村‖llこll置し、り1は

4年(万泊元年、1658年)から卒木まで存続しました。大名の上

=!1遂
敷は大名個人の町̀ 宅であると同日Ⅲこ、市σ)出先機関の役割

屋根に首くILが大量に出iしました。格式や体 何を張んじた11

時の武家社会では、名ヽ敷構えが非常に取要でした.卜は敷を

通常する際、いかに多くの労ljlサJと資金が世人されていたかを

物語っています。

尾張藩上屋敷遺跡出主 柳 茶碗

1宇 和島藩伊達家屋敷跡遺跡 (港区 )

港区六本木71日の、(llK初〔)ナショナルギャラリー等の埜設に

先立ち発加調査が行われました。この十和島競伊達家屋政は、

明1沓元年(1655年)以来200年間使用され、敷地は約32万 1■に

も及んだかなり広大なものであったとされています。屋敷内には、

安政6年(1859年)の大火災後に行われた復旧工事に伴うと考

えられる巨大な土妓があり、その理 に中からは焼上や焼けたlL

とともに5万点にも及ぶ遣物が出上しましたJ

Hl上した降Jほ補妊Ⅲヨよ、は占ど1とされる鍋島港窯の製品が多く

命まれていました。十和1島港伊達家と作賀落鍋島家は1回戚関

係にありましたが、出 L造物からもその関係の深さが窺えます。

宇和島藩伊達屋敷遣跡出上 碗 皿類
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杉原重夫新館長 就 任あいさ

m杉 重 夫

杉 原 重 夫 (すきはらしけわ

明治大■文字言[史■ 1じ雪■科被■ 白“|

l u  l母■ を車 P甲とする 1 9 4 1年生すよ テフ

ロクロノロシー 火山反高 年■ F )万i t  l

ち日本及び世界の窮四ヤ■才」いる火山ご

O n火史と平野・t形 の交】と史4 Fテ  1 ,

支化ロオ資料の理化字的分析も担当しごtち

り汗1大■における11〕「教台

のll l , 1であるす力■ミ ヨモン

め!4 1と とも|二|‖向1したり||ヤ|

人, i lけ切|l i t  l l l r i 1  l tを十ト

過しました 7、fよ こ!)オー ′シ

!1‐||」)111十二 Hiた!ニト14り十i「

!〔に,iti→
~る
ことt二な!)ました

Ⅲ ⅢI' i〕!「|よけhl“il tげル| 出ヽ市 卜11

化ltとい」じ1然 JしP世■です

7、は町外 1刊命によって、火山

や｀Fザrσ)1 1 t、、1ちを1り|らかに

する何F究を行 ,ていますか h士

近ではた l_■1史ⅢⅢ代の火

H!ヤ人に興 ll (があ!)ま
―
, また

li材IW i代にit化やすイフとし

て刊|| |された あげ)"ル由たJく

V)`ちる!lthl十iか どぜ)ような″太

山ホi助て|| |イ〔るのかについて

も |||″じヽかttります を  ,it

iよまた,と)たIⅢ Ⅲlから、rr、も
Ⅲ
l

口|」,人 か々|と|||した甲十キ」riげ)

中tl也を|‖′くることす)お「に|

tウ 十`IJ〔るかもしれませた

さご こr,1」)ょぅ|二 Ⅲlに,

4り1キ|よち fl叫寸tr・li l y ) |っ

」)|IⅢイ句lif力t科[rドし
‐
ごけ‖f'とさ

れました そσ)riから,せれは、

|14勿111には5011サ)lI火があ1)

よ, こサ)lt t1ヽ1【た0)‖11にli

いさオとてきた,t」ヽ市品ブ)放 も々さ

ることなから、ヤ|‖,4勿舶tよヤt‖市

か|【った、ア派なJ(llthrを↑古え

てお!〕ます い J句向|が■ 句に

お||る投fド何F先の拠点てある

ことはもちるん 11J「教市の場

としてサ|'タトにげtくFい||さオとる

ことを町い まヽす よた 本 1引″

のlltの11柳|ルせでは ,に,f‖十代

の りく名―1向 叫延岡常1'寸は

ちコ)々1liげ)|!ツト  の 子rⅢを

行うrケせて 1句体水に仕(わる

(11げ)ほか11」|せ十に山「などサ)

末名)と'1か,tJ さヽオLま,~ さら

十二、こサ)|十りJルよitFl才)せて 十iヒ

"「十卜を)と体にこ'コ!〔く企口|や、

ルtホ llイドに 11 j上したをヽげ‖1離H4

もあイ〕ますので せひご期子Ⅲド

さい

|り1治大,1 1 , 4勿向1は、こイとか

らもHi機的を考えて
~大
中の

い としてげ)役1刊を,せたすよう

iと|↓1‖itサtサ)′ナ々 ととも|こi“

明tりま
Vナので、よるしくお願い

す女します
‐
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新博物館開館からの常設

展入館者が3月2日に3万人に

達しました。

十連にも3万人目の入館者

となったのは、部内の高校生グ

ループ4名です。博物館職員

総出で出迎えをし、鱒物館から

記念品を贈呈いたしました。

また、「来館者3万人予想ク

イズ」で見事予想が的中した方

にも、記念品を贈呈いたしました。

llXl名近い方にご応募いただき

ましたが、見事予想が的中した

のは、1名でした。2004年 10月

から2005年12月までと、幅FAい

F7想があり、最も多かった予想

は21X15年2月でした。

また、2004年 度の最終的な

来館者数は、特別展等を合め

て45,077人に達しました。多く

の方にご来館いただき、まこと

にありがとうごぎ, まヽした。今後

とも応援をよろしくお願いいた

します。人目の入由者となった、都内高校生タレープの4名

Mい即MEYES 0



来た。見た。聞いた 明治大

ビクター・

くヽ
一博物館と日本文化研究一

大英博物館で日本部長を務められたビクター・A

リス氏が、2005年 4月 から客員教授として明治大

学に滞在しています。各地へ講演に飛び回る毎日で

非常に多忙ななか、お時間をいただいて明治大学博

物館の印象や大英博物館での展示経験、ご自身の研

究などについてうかがいました。

ビクター・ハリス vにtOr Haris
1942年、ロンドン生まれ。エセックス ′`一ミンガム大学バンクロフトなで学び

1977～2003年まで大実博物館に勤務cイギリスにもける日本文化研究の第一人

者で 特に日本刀をはじめとする中 近世の文化を専門とする。日本の滞在歴は長く

日本語も堪能。また 剣道にも通じ、ヨーロノ 剣ヽ道連合会長 国際剣道連合副会

長を歴任した。

interview
◆明治大学博物館について
一 明治大学博物館の印象はいかがですか?

明汗i大学″)初trlltがサト竹によくなれていると思いまう
‐
 サ"IJ「ヤト

|‖にあるような展ホは、11本ではほかにないものですよね?また、考

占門1・1も良いものが展ホされています 企体に いな夕1方法も工大さ

れていますし、拘イi税が/Lき生きしていて、情‖tもコンテンツもすばら

しヽ とヽ思t まヽす 大きさも女(本に歩けるちょうと11い広さですね

◆大英博物館で子がけた展示について
一―大英博物館では、とのような展示をされたんですか7

】1初、日本のル!示コーナーは放くてケースも小さく、淋出1度の環境

も良くなかったので展本の伸1約が非常に大きかった.それで資金を

集めて15年ほどntに日本館を新設したんです おかげで、大きな‖

サ武なども,せ刀ヽできるようになりました 11二′)うちに向11世1占を「11′どとし

た展本を2回と、特別展を1回行っています 館蔵品は本と文からうと

代のものまでありますが、柿右衛門をはじめとした洒i戸の初期やり|

治の有田焼などを展示しました。特別展で私が11初に子力章チたのは、

19的年の「Swords oF tlle Salllulai(サムライのブJ)Jですね=日本か

らすばらしいリサを持ってきました。また、2001年には、「ShintO,′Fhe

Sacred血 of Ancient Japan(村1道:日本古代の宗教 X術 )J″せを

行いました。豊奈羅や神像をはじめ、神道の源を探るという意味で

古墳、弥生、縄文時代のものも展示しましたぃここの顔荷i(編集注:

当館蔵の出流原遣跡出上 顔面付使形土器)もお借りしました。

― そのなかで、最も印象深かつた展示は何ですか7

1991イトθり、「Kalllakura、11、c Rcnais、annscc or,apancsc Sculpttlre

(分ばi:1本川夕力|のルネッサンス)Jです これは、文化,itとイiった年十

別大きなとt覧会でした 迎性 1火性のメモ型作や越前の3m近 いlt

正など 1呵tⅢ l要 だ化明級のものまで60体近くを日本から運んで

ルtホしました―大きなものはlrrK岳に対1包して飛イr機で愉送しましたⅢ

‖ヽよりも安全なんですよ あと、7、像をお情りした町から、多くの方

がロンドンまで米て ドさったんですⅢ30名もっ

◆日本文化の研究について
一―では、最後にご自身の研究についてお聞かせ下さい。

日本ガの研究をしています=また、そうしたモノから■まれるた意

;歳と|1本人の心についても たとえば |1本ブJや和をかけた焼き物

などは たしさがありますよね!作ろうとは思わなかったけれども、ri

然とそうした業カイLまれる,それは神様からのブレゼントとして感 311

するんです。沢,Ftr和1尚や11,岡鉄舟がいうように、剣術にはr/1/剣ゃ

絶妙他 いったf空階があるけれども、道を極めることによって理屈や

理論を超えた価域へ達することができるのであり、自然というものを

忘れないでものごとに相対することが鍵になるのです。そうしたもの

が、H本の心の原点ではないかと考えています。

一―ありがとうございました。

資料写真掲載

‐ 資 料掲載1壺形土器と人骨(千葉県天神前追跡|】

「た史 1本を但たする141i吊11は,(J イ|コ支|liⅢi
‐資料掲載【突棒】【刺又】【袖揚】【江戸町方同心補物出役長

十手】【江戸町奉行所同心真鍮銀流し十手l【徳川石府刑Ⅲ

図譜 「はしご捕りの図 111常命 it本1 和1,t川
―資料掲載【充真院旅日記 二十二次ねむりの合の手 l

Ftt rのて化liよ』 ⅢⅢ巧i lli‖i

資料掲載【黒川真頼国蔵本「御定書百箇条 1表IRl l【徳川

嘉府掲示図譜 「旧江戸伝馬町牢獄門前之景J入 墨の図l nt4

刑の図J】Fi Lテfの常t,代 ri作 ‖1‖でイに

資料掲載【錯札 京 都松前物仲問鑑札 1嘉永7年十1

F名肝いコナンll川!フィイル 1本 たの1市どl  JV河 Ⅲl

資料掲載【石庖丁1京都府深草i畳跡|】【深鉢形土器1栃木|!

篠山貝塚ll FIにヽテスト6411学四十1  1進“に

資料掲載【lFF光器土偶1青森県亀,同遺跡11

:ホヒー千[会61141'ナ コi十十に

資料掲載【汗!罪大lll録
~引
廻行列_】

「新れi lij村のff史と生活1第11:

末の1だ史と4モ活を対りおこすとヽ

資料掲載【石庖丁1京都府深草退跡十】

F社会科テスト611li ri t‖1脱

i資料掲載【骨角製釣針1神奈川県夏島貝塚出土 l〔下を文早期

の上器(北海道尾駁遺跡出土ll

Fスーハーワイド|[公「|ヤil十11 611 教 育「1人ヤ|

!資料掲載【片刃礫斧1神奈川県夏鳥貝1雰ll

シリーズ「任原す〔の十‖寸fJ第2る「道!tの考ドf学J ‖ 波‖は

!資料掲載【「有馬家中延岡城下屋敷並絵図Jl
十  Fよ みがえる日本の城18 焼りと島城 ITri!状| 十 ‖n)F究ヤ上

| ‐資料掲載 1群馬県岩宿遺跡の発堀風景1

『フェネック』20 0 5年6サ1キナ  ■十F十上

■資料掲載 1「時世のrまり凧Jl

『別‖け旺史読本 棒 】tの長州十(llk旭)新 人4″十と'(11

■資料掲載【「会津若松戦争之図Jl

F週巾1 11本の合岐:第9)ナ「松■各1米と会沖殴作J I‖談「|

館紹介等の取材・撮影・掲載備聞・雑毒)

掲載【明治大学博物館1

「|1本キトi本新は‖l l本祥ittYllitt Fli 2004てF12月10日

掲載 1明治大学博物館l

lllヤトフランティング』 |1本経済新聞社

掲載〔明治大学博物館l

「週口IWII!「お市々歩レストランJ 明 l iltFr聞“i

掲載〔明治大学博物館l

lは|'加II:学会j心』49巻5'ナ「博物館だよりJ

(11)はIヤ加1111イン会

石庖丁 (京都市深車遺跡)

徳川幕府刑事図語 「はしご捕りの図」

〔 一  般  】 読売日本テレビ文化センター(5名)/たつみ会(50名)/金沢大学拡充整備促進協議会(4名)/

千葉市立加曽利貝塚博物館友の会 (17名)

【小 中学校】 栗原市立若柳中学校 (5名)/お茶の水小学校体験学習(48名)/加 美町立中新田中学校 (6名)/

静岡県長泉町立北中学校(7名)/弥宮町立弥宮中学校 (3名)

【大学大学院】 明治大学文字部「日本文字講義」3年生126名)
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●

友の会分科会①“
石器文化研究会

"

族が狭人に辻化をとてす、ホモ ハビルスに モヽリ 人類初)の力|工されたイ「繰をll :り

,1したのが 今からおよそ270万11前 巧〔人は‖1の発達や推験を経て 人類初の

11活道サ|をイiによって作り!11しました その177、人1女は、生、タビ絶lrtを撫りとしな

から‖!ツトの各チ也へ拡‖そし、十11辻けJの新しいイi/rを作り11していきました,それらの

イ「器は 卜人を火い に i深く忘llの彼 rJへ‖1きよりにされましたが、す【々 はその

す貨り岳を,卜めて、イi材|へのロマンをiriリイヽっておりま→|

会の名称がイ「rr r化々打サ「究会などとにモ件しい感じですが 1,F坑などとはおこがま

しく 千「件にロマンを求める爺さま 去さま(これは火に)の生いです 今さら|け夕大な資料や研究rlを「抗illtリセはするのは上台すいlIなli岳

で、我々は 4trしみながらイi‖十の通っかけを統けたいと思っております 会では 11イi/.から町llj Hll(までの有器の空化をそれぞれ

のFキ代れに出1米るだけ、文Ⅲよりも1対仰〔や“ナ史などでビブ,アル的に打‖売することを予祝しています 卜な活動をIH介しますと 多

年川の河原でビクニックをオにねて|え昨にイi rrr作りの体岐をしたり、出 Vlに'物魚1の児学や lit111学生,1による指淳をうti、イi器実測|

xlの文rllなどを行っています―うとイ田ユ イ「行をテーマに允遊迪科や1[11、十11となど時代を通って枚市Fを行っています

会の名称には2つの意1昧あいが含まれ イiヤ‖だけをLL点とする打ナF究と イ十/r文化W十代の企1受を1サ「先するものとがあり F7t時り||で

は,fイを工に検討しております いずれテーマカ■1晴町したⅢ十後イヘド1然に「夕行していくごしょうか、ならず、ゆっくりと来しく会を継

祉させていけたらと思いますⅢわチhお そ金‖継|、|,物||1公献■にて10口十～12"十まで  1 .

開fFしておりますを同夕1のよはご 報を                   |【 博物館友の会連絡先】
(イ「‖|々化打チ「先会 小 は忠兜) |〒 1013301千 代回区神田駿河台1‐1

1明 治大学博物館 友 の会宛

□

MEM ■
UHiVERSiTY
MUSEUlvI

□

謹
■交通機関

JR御茶′水郭 十中央ヤ景|力,徒歩5分

地下鉢御斉ン水駅 十九の内線|すら4t歩3分

地下鉄新御茶ノ71斬十■代 FB線ⅢⅢら4定歩8'

地下鉄神保町駅 都営新宿禄 半蔵門椋|から徒歩 0ヽ分

施設案内(Bl)

図書室

1体 験学習雪

l●物館被雪

ミ■―シアム シ■,デ

特別展示雪

★■史展示雪

［］いｍ　　　“　・帥

開館時間

休 館 国

ll1 00～1は30(人|せ1住00まで)

8/27 2811

度増lllk米|」(8/10～8/16)

冬李休業IJ(12/26～1/7)

併設ルtⅢ【■|

1+"」ル(はイfI‖の場合があります
~

【図書室こ利用案内】 /~~~ ・
・・

|1 金   10t00⌒ク18:30

( 8 9 2 3 1 1は 1 0 1 0 0～1 6 3 0 )

火～木 1010 0～16: 3 0

i   10t00～ 12:30

閉 生 巨  |1悌 祝H大 学が定める休日

米田【|:■はどなたでもご和|||いただけま
‐
す

米代|:は巧t抑|ドJサ[コ ヒーのみとなりますのでごr小ください

Xけ門鮪H十い1体 1ヤ十1には変どの場イドがあります

一一一一̈̈̈い巾

霞 襲 霞 経

編集後記
轟 騒 瀬 智

三ュージアム アイスもリ ューアルわ`ら1年わ`たちました。いわ`すさまで 残部がEを つくまどのこ好言iをいただいて

います.今号よ雪に開tされるli刷展を特隼しましたか これからも博物館の情章,を 豊富に またわわ均やすくわイ云え

てきるようより充ケtした内さを日ねしてしヽきたいと思しヽます.本年度tうこ受信売のほとよろしくおいい致します。(く)

O MUSEUMEYES


